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How to Train Nursery School Teachers to Improve Their 
Quality in Childcare Course 
－Through Management of Career-up Training Course for Nursery School 
Teachers－  
 























 まず第 1 に「志向性の質」である。法律や制度政策等により、国や自治体が示す方向性で
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会の充実が特に重要な課題であるとしている。    
保育所保育指針には、「保育所においては、当該保育所における保育の課題や各職員のキ
ャリアパス等も見据えて、初任者から管理職員までの職位や職務内容等を踏まえた体系的な




















調査対象：X 県 8 月実施 保育士等キャリアアップ研修マネジメント分野受講生  112 名 
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回答結果：事前アンケート回答者 30 名(回収率 27％) 






表 1 事前アンケートの結果と分類 
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表 2 保育士等キャリアアップ研修ガイドライン 分野別リーダー研修(マネジメント分
野のみ抜粋) 






































の現状と課題   
・関係法令、制度及び保育指針
等についての理解   
・他専門機関との連携・協働   
 
・保育所におけるリーダーシッ
プの理解   
・職員への助言・指導   
・他職種との協働   
 
・組織における課題の抽出及び
解決策の検討   
・組織目標の設定と進捗管理   
 




・雇用管理   
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4. 事前アンケートを踏まえた研修の構成  
















研修の時間数については、1 分野につき 15 時間程度（2 日～3 日程度）を目安とすること
が適当とされており、一般的な大学等の高等教育機関で言うところの集中講義のような研修
時間数である。2 日から 3 日程度を連続するのか、分けて行うのかは、実施主体によって異
なっていた。筆者はこれまで 2 日間連続、もしくは 2 週に分けて 3 日間と 2 種類の形態で研
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事 )、モノ (施設、設備 )、カネ (財務 )などといわれる」 2)と示され、筆者が行った研修では、
これに加えて「トキ (時間 )、シラセ (情報 )、ブランド (保育士個人、園 )」をマネジメントの対
象として講義し、対象が人やモノ等の多岐にわたることから、管理や経営といった視点に主
眼を置くのではなく、運営に焦点を当てること、マネジメントはわかりやすく表現すると、
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トが求められている。そしてその知識や技術を理事長や園長といった経営者とのパイプ役







人と人のやり取り、園の中のやりくりがあり、園の過去 (歴史 )、個人の過去 (経験 )を語り、




5. 保育士が継続して研修を受ける根拠  
また保育士が、研修を受ける法的な根拠として、児童福祉法第 18 条の 4 のとおり、「専門
的知識及び技術をもって、児童の保育及び児童の保護者に対する保育に関する指導を行う専
門職」であり、その専門性の向上を図るため、児童福祉施設の  設備及び運営に関する基準
第 7 条の 2 第 1 項では、「児童福祉施設の職員は、常に自己研鑽に励み、法に定めるそれぞ
れの施設の目的を達成 するために必要な知識及び技能の修得、維持及び向上に努めなけれ
ばならない」こととされており、同条第 2 項では、「児童福祉施設は、職員に対し、その資
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6. 研修の実際と事後アンケートの結果と考察  
研修では、2 日間 15 時間という緊密なスケジュールであるため、講義と演習をうまく使い
分けることで、受講生の集中力と習熟度を担保する必要があった。講義については、厚生労
働省保育士等キャリアアップ研修ガイドラインに準拠した秋田、那須 (2018)を基に、厚生労
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※【目安】4 年から  5 年目の
職員  
リーダー的職員  
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図 2 受講者の職種 (左 )と保育現場での経験年数 (右 ) 
 
アンケート項目は、職種、保育現場での経験年数 (通算 )、現在の現場での経験年数という
基礎情報と研修受講後の理解度について、表 1 の研修内容の 5 項目ごとに①理解できた、②
ある程度、理解できた、③理解できなかった、の 3 件法と自由記述、研修全体の満足度の 5
件法、意見、感想等の自由記述で構成した。  
 




























マネジメントの理解 リーダーシップ 組織目標の設定 人材育成 働きやすい環境づくり
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